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Web配信期間：令和5年2月4日㈯～ 2月26日㈰
L i v e 配 信：令和5年2月4日㈯ 
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【申し込み方法】
１.	 本学会ではPeatixアプリによる申し込みをお願いしています。
２.	 本学会についての連絡はPeatixアプリのメッセージ機能を使用します。通知機能をオンにしPeatix

からログアウトしないようにご注意ください。
３.	 Peatixのコンビニ支払いを選択された場合はチケット販売期限の前日が支払期限となりますので

ご注意ください。（例：２月27日がチケット販売期限で２月26日にチケット購入した場合、２月
27日が支払期限となります）

	 支払い期限が遅れた場合はチケットはキャンセルとなります。

　　参加費	 ：	福岡県OT協会	 会員	 無料
	 	 福岡県OT協会	 非会員	 8,000円
	 	 他県士会OTおよびPT・ST会員	 1,000円
	 	 学生	 	 無料
	 	 上記以外の方	 	 5,000円
　　※会員で、国家資格をもった大学院生の方も会員料金となります。
　　※上記県士会会員で令和４年度会費未納の方は非会員扱いとなります。

４.	 注意事項：
	 メールアドレスは必ず個人のアドレスでお申し込みください。不正受講防止のため、職場などの共

有メールアドレスを使用しないでください。キャリアメールが届かない場合がありますので使用し
ないでください。

　	 本学会にて通信料等が発生した場合は、ご自身の負担となりますのでご了承ください。

第26回福岡県作業療法学会
参加申し込みについて

本学会HP　http://fukuokaot.com

　　　参加登録期間 　令和５年１月４日㈬から２月19日㈰ 21:00まで

　　　Live配信参加希望者は 　令和５年１月31日㈫ 21:00まで

Peatix

2



会長挨拶……………………………………………………p.4

学会長挨拶…………………………………………………p.5

参加者への連絡事項………………………………………p.6

演者への連絡事項…………………………………………p.7

Live配信スケジュール… …………………………………p.8

講演・セミナー一覧…………………………………p.10-11

基調講演………………………………………………p.12-13

特別講演………………………………………………p.14-17

教育セミナー…………………………………………p.18-24

臨床セミナー…………………………………………p.25-30

市民公開講座…………………………………………… p.31

研究助成事業の報告…………………………………p.33-35

福祉機器紹介…………………………………………p.36-37

表彰演題一覧…………………………………………… p.41

口述発表分類一覧……………………………………p.42-44

口述発表抄録…………………………………………p.46-76

協賛……………………………………………………p.78-80

実行委員紹介…………………………………………… p.81

編集後記………………………………………………… p.82

目　次目　次

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜 LET’S MAKE THE FUTURE

3



　第26回　福岡県作業療法学会開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本学会が、栗原将太学会長の下、筑豊ブロックの実行委員の皆さまの協力で開催されますことに感謝
いたします。並びに、開催にあたりましてご尽力いただいた学術部他関係者の方々に心より御礼申し上
げます。
　（公社）福岡県作業療法協会は、県下に約3,200名の会員（作業療法士）を有する職能団体です。当
協会では日々高度化する医療ニーズに対応し、保健・医療・福祉を取り巻く環境の変化に則した作業療
法を実践するために、会員の学術技能の研鑽及び人格資質の陶冶に日々努め、各種事業を展開しており
ます。
　さて、昨今のコロナ禍を受けて、私たちを取り巻く社会環境や日常生活は大きく変化しました。感染
抑制のために様々な制約を伴う生活が長期間にわたりました。医療体制は何度も危機的状況を経験し、
多くの臨床実習施設が受け入れ困難となり作業療法士の育成教育や新人教育に大きな影を落としまし
た。しかし、このことが人材育成、チームの結束力の向上を再認識するきっかけにもなりました。私た
ち作業療法士は感染リスクがあってもリハビリテーションの臨床で仕事をする医療従事者です。社会の
重要な担い手としてあり続けるためにも「人員確保＝人材育成」は最重要なテーマです。県下には14
校の作業療法士養成校があり当協会と連携し、福岡県作業療法士養成教育協議会として臨床実習に関す
るガイドライン作りやコアカリキュラムに関する情報交換を行っています。卒業後には新卒の作業療法
士に対し地域リハ活動支援に資する教育プログラムをはじめとする種々の研修を実施し、地域リハマイ
ンドを持つ人材育成を行うと共に、育成された作業療法士が市町村事業で活躍できる体制作りを行なっ
ています。本学会も、「作業療法における、学術及び科学技術の向上に資する事業」として毎年県下5
地区（ブロック）の持ち廻りで開催されています。
　筑豊ブロックで企画された本学会のテーマは【未来をつくろう〜今こそ『かいほう』の意味を考える
〜】です。医療領域だけでなく様々な分野の作業療法士同士の出会いから『未来をつくる人材』づくり
を意図した内容・構成となっています。ポストコロナでは様々な社会的な変化が生じることが予測され
ます。人々の健康観や「サスティナビリティ（持続可能性）」意識の高まりもその一つです。作業療法は、
作業（生活行為）に焦点を当てた支援や調整によって、人と人のつながり、人と社会のつながりを創り
出し、人々の健康と幸福を促進する営みです。作業療法はチーム医療実践のなかで大きな力を発揮する
ことが期待されています。
　福岡県作業療法協会は設立40周年を迎えました。公益社団法人として社会に何を発信できるかいつ
も知恵を絞っています。コロナ禍で人と人の新たな出会いが減っていますが、様々なイノベーションに
よりオンラインの基盤が整備され、オンラインでもできることも増えています。チーム医療を成功させ
るためには職種、職域の垣根を越えて円滑なコミュニケーションを図れる環境作りが大切です。学会ご
参加の皆さまには忌憚のないご質問、ご意見を発信してください。本学会が様々な制約からのかいほう
（解放）につながる新たな出会いの機会となることを願っています。

公益社団法人　福岡県作業療法協会
会　長　  竹中 祐二

会長挨拶会長挨拶
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　2023年2月4日〜 26日にわたり、第26回福岡県作業療法学会を開催いたします。この学会を開催す
るにあたり、対面での開催を検討しましたが、新型コロナウイルスの影響で、やむなくWeb開催の方
向で進めてまいりました。会期としては、2月4日のみLive配信を予定し、学会の雰囲気を感じていた
だきたいと思います。また2月26日までオンデマンド配信を予定しております。当日、学会に参加でき
ない方でも、気軽に学んでいただきたいと思います。
　元より私たち作業療法士の目標は、対象となる県民の主体的な活動と参加を援助することです。これ
までも、急性期医療から回復期、そして介護への継続的な地域生活定着支援、予防的視点による地域生
活支援、職業や教育の機会、ライフステージに応じた社会生活への適応など、対象者1人ひとりのくら
しの背景に対応してきた実績があります。今後、さらに領域を問わず「その人が望む生活行為」の具体
的な支援を行うため、作業療法士同士が助け合い、医療と介護のシームレスな連携の強化に努めてまい
りたいと思います。
　しかし現状は、多くの課題を抱えております。私たちは、対象者にとって一人の作業療法士であり、
経験を問わず多職種との連携が求められています。ところが昨今のコロナ禍においては、連携に弊害が
生じていることをよく耳にします。それでは、我々が目指す対象者の「その人が望む生活行為」とは程
遠いものになってしまいます。
　そこで、本学会のテーマを【未来をつくろう　〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜】としました。『か
いほう』には、コロナ禍による不便な生活様式や閉塞感からの解放、外に出ることへの開放、対象者を
介抱し快方に向かうなど、様々な意味合いがあります。また作業療法士の専門性も医療だけでなく、予
防・介護・保育・教育・司法等、幅広い分野の作業療法士同士が新たに出会い、互いに理解しあうこと
で、学術や技術を研鑽し、地域包括ケアシステムの参画に求められる人材、『未来をつくる人材』へと
繋がる機会にしたいと考えテーマを定めました。この学会を通して、すべての作業療法士に作業療法の
教育課程であるPDCAサイクルに触れ、自分自身でリフレクションを行う場として活用していただけ
るような内容を考えてまいりました。
　基調講演や特別講演、教育セミナーでは、学会テーマに沿ってご講話いただきます。また普段の臨床
場面で悩んでいる若手の作業療法士の方も多いのではないでしょうか。今回、臨床セミナーを新たに企
画し、福岡県内の病院・事業所で従事している作業療法士の方々にご講話いただきます。
　本学会は、普段の臨床場面はもちろん、未来に向けて次世代の作業療法士の人材育成について考えて
いただき、学術や技術の研鑽・交流の場になる学会にしたいと願っております。
　皆さまのご参加を心からお願い申し上げます。

第26回福岡県作業療法学会
学会長　 栗原 将太

飯塚病院

学会長挨拶学会長挨拶
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　第26回福岡県作業療法学会は新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、Web開催（事前に提出い
ただいた発表データをご自分のパソコン等で視聴していただく形式）とすることとなりました。
　Web開催に関する最新情報は、本学会HPにて発表いたしますので、ご確認くださいますようお願い
いたします。

１.参加申し込み方法　
　P2『参加申し込みについて』をご参照ください。
２.視聴できる内容
　全ての講演・演題等の内容
　※参加登録が必要となります。参加登録方法については別項目で案内しています。
３.Web配信期間（閲覧できる期間）
　Live配信：基調講演・特別講演・スペシャルセッション（口述発表）：令和5年2月4日㈯
　オンデマンド配信：令和5年2月4日㈯～令和5年2月26日㈰　終了時間：16：00まで
　※参加登録された方はこの期間内のご都合が良い時間にいつでも視聴が可能です。
４.視聴方法
　参加登録をされた方にWeb閲覧用のURLをメールにて送らせていただきます。届いたURLからWeb
サイトを閲覧いただきます。なお、Live配信に関してはZoomアプリを使用して行います。Live配信3
日前までにZoomに必要な「ミーティングID」「パスワード」をPeatixにてご連絡させていただきます。
Live配信はレコーディングさせていただきますのでご了承ください。
５.質疑応答
　口述発表は、本学会HP上のチャットシステムを使用して質疑応答を行っていただきます。
　基調講演や特別講演、セミナーの質問はHP上から確認お願いします。締切は２月12日㈰12：00ま
でとなっております。 全ての質問に対して返答できないことをご了承ください。
６.その他
　令和４年度の日本作業療法士協会の会費が納入済み、かつ福岡県にて勤務されている作業療法士につ
きましては福岡県作業療法協会に会費納入が必要です。また、アンケートの記入をもってポイントを付
与させていただきます。アンケート締切は2月26日㈰16：00までとなっております。

【お問い合わせ連絡先】　第26回福岡県作業療法学会実行委員会　運営局 
　Mail：26.f.ot.uneibu@fukuokaot.com

　第26回福岡県作業療法学会に関わる抄録ならびにWeb視聴で掲
載されるスライド（スライド・画像・動画）に関して、ビデオ撮影・
録音・写真撮影（スクリーンショットを含む）を行うこと、Web
上（SNSを含む）に公開することは固く禁じます。

視聴に際しての視聴に際しての
注意注意

参加者への連絡事項参加者への連絡事項
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1.発表の方法について
　口述発表は原則として事前に作成した動画データをWeb上に掲載し、参加者に閲覧して頂く形式で
行います。

　表彰演題等の一部の発表につきましては、ZoomでのLive配信とさせていただきます。Live配信の発
表後Web上に掲載いたします。

2.発表データの形式および作成方法について
　発表者の皆様宛にメールにてご案内いたします。また、本学会HP上に作成方法について案内いたし
ますのでご参照ください。

3.利益相反について
　第26回福岡県作業療法学会では、発表者に対して、演題抄録を登録する時と発表時に、発表演題に
関連する企業等とCOIの有無および状態について申告することを義務付けております。発表データ
に必ずCOIに関する文言を提示してください。

4.参加登録について
　発表者の皆様は、事前参加登録が必要となります。参加登録をされていない場合は、発表が取り消し
になることがありますのでご了承ください。また、開催期間中に必ず学会参加のためのログインを行
うようお願いします。 

5.作成要項
　【スペシャルセッション（Live配信）の場合】　作成したPowerPointのスライドを画面共有にて表示
し、10分程度で発表を行っていただきます。発表後、質疑応答を５分程度で行います。参加者から
の質問はチャット機能を使用して受け付け、座長が代読して質問させていただきます。

　【一般演題口述発表（オンデマンド配信）の場合】　７分程度で動画を作成の上、ご提出ください。
PowerPointから動画変換への方法は、「口述発表データ作成要項」をご参照ください。

6.注意事項
　1）スライドのサイズは、ワイド画面（16:9）で作成してください。
　2）OS標準フォントをご使用ください。
	  【日本語】MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝、メイリオ、游ゴシック、游明朝
	  【英　語】Times New Roman,Arial,Arial Black,Arial Narrow,Century,
	 　　　　　Century Gothic,Courier,Courier New,Georgia 
	  　※　MacのOsakaフォントは文字ずれ・文字化けする場合がありますので注意してください。
7.質疑応答について
	 　今年度は、本学会HP上のチャットシステムを使用して質疑応答を行っていただきます。
	 　２月19日㈰ までに返答をお願いします。 

演者への連絡事項演者への連絡事項
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Live配信スケジュールLive配信スケジュール

2023年2月4日㈯

8:30 Zoom入室開始

9:00 開会式

9:30 基調講演（山本伸一先生）

11:00 休憩

11:15 特別講演①（木賊弘明先生）

12:45 昼休み

13:30 諸連絡事項

13:40 特別講演②（大久保亮先生）

15:10 休憩

15:30 スペシャルセッション（口述発表）

16:30 諸連絡事項
※オンデマンド配信の説明、学会会期終了日の説明
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第26回 福岡県作業療法学会
未来をつくろう

～今こそ『かいほう』の意味を考える～

未
来
を
つ
く
ろ
う

〜
今
こ
そ
『
か
い
ほ
う
』
の
意
味
を
考
え
る
〜



講　師

▲

山本　伸一　
所　属

▲

社会医療法人　加納岩　山梨リハビリテーション病院　
	 　リハビリテーション部　副部長
　　　　一般社団法人　日本作業療法士協会　副会長
司　会

▲

栗原　将太
所　属

▲

株式会社　麻生　飯塚病院

講　師

▲

木賊　弘明　
所　属

▲

白老町立国民健康保険病院　診療技術局　機能訓練科
司　会

▲

永田　敬生
所　属

▲

福岡医健・スポーツ専門学校　作業療法学科

講　師

▲

大久保　亮　
所　属

▲

株式会社Rehab for JAPAN　代表取締役社長
司　会

▲

深井　伸吾
所　属

▲

有限会社いきいきリハビリケア　代表取締役

基調講演

特別講演 １

特別講演 ２

講演・セミナータイトル一覧講演・セミナータイトル一覧

未来へ繋げる作業療法士の可能性
～スキルの多様性～

介護ヘルスケア領域における
　デジタルヘルスの社会実装と一起業家の挑戦

人材育成とともに未来を創ろう
　～臨床現場で培った30数年と日本作業療法士協会の動向から～

講　師

▲

福田　健一郎　
所　属

▲

医療法人栄寿会　真珠園療養所

講　師

▲

本田　慎一郎　
所　属

▲

有限会社 青い鳥コミュニティー　取締役
　　　　放課後等デイサービス青い鳥　児童指導員
　　　　リハ塾SHIN　代表（塾長）

教育セミナー２

教育セミナー１

再発予防に貢献する精神科作業療法とは？
　～未来につなげる～

臨床は目に見える世界と見えない世界の
情報を統合していく作業

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜
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講　師

▲

平賀　勇貴　
所　属

▲

福岡国際医療福祉大学　医療学部　作業療法学科　助教

講　師

▲

新本　憲治　
所　属

▲

特定医療法人社団　三光会　誠愛リハビリテーション病院　
	 　リハビリテーション部　作業療法課　係長

講　師

▲

若松　伸宏　
所　属

▲
福岡県立精神医療センター大宰府病院　リハビリテーション科　副技師長

講　師

▲

鴨下　賢一　
所　属

▲

株式会社　児童発達支援協会　リハビリ発達支援ルームかもん　代表取締役

講　師

▲

鎌田　聡史　
所　属

▲

株式会社シダー　あおぞらの里　古賀訪問看護ステーション　主任

講　師

▲

高畑　脩平　
所　属

▲

藍野大学　医療保健学部　作業療法学科　助教

講　師

▲

高橋　尚子
所　属

▲

株式会社CREIT　代表

市民公開講座

教育セミナー４

臨床セミナー（身障分野）

臨床セミナー（精神分野）

臨床セミナー（発達分野）

臨床セミナー（地域分野）

教育セミナー３

エビデンスに基づく作業療法介入
　～研究を臨床につなげる意義～

回復期リハ病棟における作業療法の実践 
　～ADLをチームで支える～

『変わりたい』に寄り添う関わり 
～Recovery・Well-beingにつながる動機付け

面接法（Motivational Interviewing）～

これからの発達領域作業療法
について考える

介護事業を行う企業、訪問看護ステーション
で働く作業療法士が担う役割
～地域・社内での役割や他職種との連携について～

エビデンスでひもとく
読み書き障害の評価と支援

私をつくる生き方

LET’S MAKE THE FUTURE
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社会医療法人　加納岩　山梨リハビリテーション病院
リハビリテーション部　副部長
一般社団法人　日本作業療法士協会　副会長
作業療法士

〈略歴〉
昭和62年３月	 愛媛十全医療学院作業療法学科　卒業
昭和62年４月	 医療法人財団　加納岩　山梨温泉病院
（現社会医療法人　加納岩　山梨リハビリテーショ
ン病院）入職　　現在に至る

〈受賞歴〉
平成28年（2016）　厚生労働大臣表彰

〈一般社団法人　日本作業療法士協会活動〉
平成13年８月（2001）～平成21年７月　理事
平成21年８月（2009）～平成29年５月　常務理事
平成29年６月（2017）～副会長
〈社会活動等〉〈2022年８月１日現在〉
・一般社団法人 日本作業療法士協会　副会長
・学校法人 健康科学大学　評議員　　　　　　　
・一般社団法人 日本リハビリテーション病院施設
協会　理事　

・一般社団法人　日本福祉用具供給協会　理事　　
・一般社団法人　日本ニューロリハビリテーショ
ン学会　評議員

・一般財団法人　訪問リハビリテーション振興財
団　評議員　

・活動分析研究会　会長
・CVA時期別OT研究会　会長　等

Pr
ofi
le

人材育成とともに未来を創ろう基調講演

山本 伸一 Yamamoto Shinichi

プロフィール
〈著書〉
１）山本伸一・伊藤克浩・高橋栄子・小菅久美子編

集：活動分析アプローチ　青海社　2005
２）山本伸一編集：中枢神経系疾患に対する作業療

法～具体的介入論からADL・福祉用具・住環
境への展開～　三輪書店　2009

３）山本伸一・伊藤克浩・高橋栄子・小菅久美子編集：
活動分析アプローチ第2版　青海社　2011

４）山本伸一編集：疾患別　作業療法における上肢
機能アプローチ　三輪書店　2012　

５）山本伸一監修：重度疾患への活動分析アプロー
チ（上巻）　青海社　2013

６）山本伸一監修：重度疾患への活動分析アプロー
チ（下巻）　青海社　2013

７）山本伸一編集：臨床OT-ROM治療～運動解剖
学の基本的理解から介入ポイント・実技・症例
への展開　三輪書店　2015　

８）山本伸一監修：CVA×臨床OT～「今」リハ
効果を引き出す具体的実践ポイント～　CBR　
2020等
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　2023年２月４〜 26日、第26回福岡県作業療法
学会が「未来をつくろう〜今こそ『かいほう』の意
味を考える〜」のテーマのもとに開催されます。誠
におめでとうございます。コロナ禍という苦境では
ありますが、運営委員の皆様のご尽力ご努力によっ
て盛大に催されますことを心よりお祝い申し上げ
ます。
　私は、作業療法士になって30数年経ちます。作
業療法士になった当時は、「脳卒中麻痺側上肢に介
入するのか?しないのか?」の論争が真っ最中でし
た。患側上肢・手にはアプローチをしない。健側上
肢で日常生活を自立するよう作業療法士は関わる。
そのような手法、考えが多かったのは事実です。患
者ファーストでここまで来ました。どうやったら患
者支援が、患者治療が、対象者にとっても私にとっ
ても満足がいくのか。その思いで長い月日が流れま
した。
　このたび、「人材育成」というテーマをいただき
ました。これまで、勤務先はひとつの場所。僕の年
齢では珍しいかもしれません。昭和62年、山梨温
泉病院（135床）作業療法課５名（うち同期新人３
名）からのスタートでした。作業療法士になって４
年目で先輩や上司は退職し、教えてくれる人がいな
くなり路頭に迷いました。しかし2022年９月現在、
職場は作業療法士41名（理学療法士55名、言語聴
覚士６名）の大所帯になっています。僕は、みんな
が大好きです。自慢の職員です。また、この期間、
大切にしてきたことがあります。「人」です。どう
やったら人を大切にできるのか、人は満足できるの
か。このことは、自分ができているかどうかは抜き
にして、ずっと頭にあることです。
　一方、日本作業療法士協会の動きも重要となりま
す。当協会は、私たち作業療法士の身分保障のため
の盾になり、また質の担保を守らなければなりませ
ん。また、2023年度には新しい組織を再編し、第

講演内容

　～臨床現場で培った30数年と日本作業療法士協会の動向から～

４次５か年戦略が始動します。都道府県士会・協会・
養成校・勤務先の連帯を持った連携・協働を目指し、
臨床作業療法の最良の質と量を提供できる体制を整
備します。今回、その一部をご紹介できればと思い
ます。
　僕は、大したことは言えません。本当に失敗ばか
りです。でも、それを含めてこれまでの経験を少し
だけお話しできればと考えています。

人を育てることは、自分を育てていること。
　そう思います。当日は、僭越ではございますが勤
務先である山梨リハビリテーション病院での人材育
成と臨床場面の紹介、そして組織率低下などの時代
背景やそれに対する日本作業療法士協会の組織再編
等をご報告させていただきます。どうぞ宜しくお願
いいたします。

13

基
調
講
演



白老町立国民健康保険病院　診療技術局　機能訓練科　
認定作業療法士

〈現職歴〉
　白老町子育て支援課　白老町子ども発達支援セ
ンターで令和４年３月まで勤務し、同年４月より白
老町立国民健康保険病院へ異動となる。現在は病院
勤務と並行して近隣市町村へのアドバイスや地域
連携業務、高校の学外コーチを行っています。
・認定作業療法士
・日本スポーツ協会　自転車競技コーチ３

〈学歴〉
札幌学院大学卒業、北海道千歳リハビリテーション
学院（現　北海道千歳リハビリテーション大学）作
業療法学科卒業

〈職歴〉
北海道社会事業協会函館病院、医療法人社団養生館　
苫小牧日翔病院、白老町子育て支援課　白老町子ど
も発達支援センター、白老町立国民健康保険病院
・一般社団法人　日本認知神経リハビリテーショ
ン学会（代議員）

・公益社団法人　北海道作業療法士会（災害対策委
員・代議員）

・北海道災害リハビリテーション推進協議会（理
事）

・一般社団法人　北海道リハビリテーション専門
職協会（地区長）

〈所属学会〉
・一般社団法人　日本高次脳機能障害学会
・一般社団法人　日本認知神経リハビリテーショ
ン学会

〈所属団体〉
・一般社団法人　日本作業療法士協会
・公益社団法人　北海道作業療法士会
・一般社団法人　北海道リハビリテーション専門
職協会

・北海道災害リハビリテーション推進協議会

Pr
ofi
le

未来へ繋げる作業療法士の可能性特別講演
１

木賊 弘明 Tokusa Hiroaki

プロフィール
〈原著論文〉
・重度半側空間無視を呈する患者に対する
numberingを利用した食事動作自立を目指した
介入作業療法（2010）

〈口述発表〉
・高齢脳梗塞患者に対するメモリーノート訓練の工
夫と効果（日本高次脳機能障害学会2009）

・半側空間無視と身体イメージの変容
　（日本高次脳機能障害学会2012）
・半側空間無視患者に対する抹消課題の検討
　〜積木を取り除く課題が与えた影響〜
　（日本高次脳機能障害学会2013）
・無視患者における左右の手の大きさに関する身体
イメージ

　（日本高次脳機能障害学会2014）
・右前頭葉および後頭葉の白質脳症による半側空間
無視と身体イメージの評価と経過

　（日本高次脳機能障害学会2016）
・半側空間無視と身体イメージの関係性 過小評価
する左手とは（世界作業療法士連盟大会2014）

・半側空間無視患者における患側身体イメージの大
きさ変容に関する検討（日本神経心理学会2014）

・半側空間無視に対するナンバリングの効果ー回復
期病棟での介入ー（北海道作業療法学会2009）

・重度半側空間無視を呈した症例に対する座位訓練
への一例（北海道作業療法学会2010）

・Objectに対する半側空間無視と自己の身体に対
する表象の欠如（北海道作業療法学会2011）

・利き手の弛緩生麻痺を呈した症例に対する高次脳
機能障害へのアプローチ

　（北海道作業療法学会2011）
・この手は誰の手？オカモトの手　
　身体パラフレニアの記述とその考察
　（北海道作業療法学会2011）
・身体認識と右半側空間無視への認知神経リハビリ
テーションでの介入

　（北海道作業療法学会2012）
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　～スキルの多様性～

・右半側空間無視を呈した患者が左右識別が可能と
なり右手を取り戻すまで

　（北海道作業療法学会2012）
・半側空間無視患者の抹消課題への検討
　（北海道作業療法学会2013）
・半側空間無視患者が過大評価する身体イメージへ
の検討（北海道作業療法学会2014）

・整形外科疾患に対するリハビリテーション－整形
外科疾患の病態解釈と訓練－

　（北海道作業療法学会2014）
・半側空間無視と身体イメージの関係性が靴を履く
行為に対し与えた影響の検討

　（北海道作業療法学会2015）
・左右大脳半球における認知神経リハビリテーショ
ンのストラテジー　－高次脳機能障害への挑戦－

　（北海道作業療法学会2015）
・認知神経リハビリテーションが考える人間の行為
に与える影響とは（北海道作業療法学会2016）

・MTDLPをツールに使用したことでのCRPS患者
への心理的介入の経過と展望

　（北海道作業療法学会2017）
・認知症初期集中支援チームに作業療法士として関
わることでの変化と展望

　（北海道作業療法学会2021）
・「災害リハビリと地域リハビリテーション活動」
　（全国地域リハビリテーション合同研修大会
2022）

　作業療法士の活躍の場は近年増加しております
が、スポーツの世界における作業療法士の活動報告
は決して多くはございません。高校生が進路で迷
う際にも、学生時代に運動経験があると理学療法
士、アスレチックトレーナーを選択することもあ
り、スポーツと作業療法士という接点は少し薄いよ
うに感じます。私自身も高校、大学、社会人と自転
車競技を通じて国内外の遠征を経験しております
が、現場で作業療法士に遭遇したことはございませ
んでした。競技経験者がいくら興味があっても国内
スポーツに関与するためには、コーチのライセン
スが必要なこと、理学療法士、アスレチックトレー
ナーのみの募集枠が多いこともあり、日本スポーツ
協会認定コーチの取得を目指すことになりました。
自転車競技コーチのライセンスを取得後は、様々な
出会いから高校の学外コーチとして日々の練習メ
ニューの提示やケアの方法、アンチドーピング、ス
ポーツ栄養、メンタリティーのサポートなどを行
い、高校選抜やインターハイに引率しております。
　また、東京2020オリンピック・パラリンピッ
クの医療スタッフに選出され、BMXレーシング、
BMXフリースタイルで活動させていただきました。
BMXレーシングはオリンピック種目の中でも、ア
クシデント発生率が高く、その重症度も高い競技特
性となっており、アクシデント発生時の対応方法や
救護導線の確認等を本大会の数年前からテストイ
ベントにてトレーニングが行われ本番をむかえま
した。スポーツの現場では、特に大きな大会になる
と多くの他職種と連携をとる必要性があります。本
大会においても大会運営責任者、医師、看護師、理
学療法士、アスレチックトレーナー等、救急隊員、
医療経験が少ないボランティアスタッフと日々の
活動を共に行ました。その活動における作業療法士
としての役割や選手へのサポート内容をお伝えし
たいと思います。
　最後に福岡県作業療法協会会長の竹中様、学会長
の栗原様、企画局長の倉掛様、このような発表の場
をいただき誠にありがとうございます。

講演内容
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株式会社Rehab for JAPAN　代表取締役社長
作業療法士

　株式会社Rehab for JAPAN 代表取締役社長、作
業療法士。1987年11月18日長崎県壱岐市生まれ。
リハビリ養成校を卒業後、通所介護事業所や訪問看
護ステーションにて在宅リハビリテーションに従
事。働きながら法政大学大学院政策学修士を取得。
要介護者、介護現場で働く人、地域住民まで、介護
に関わるすべての人が安心していきいきと活躍し
続けられる世界の実現を目指して2016年６月株式
会社Rehab for JAPANを創業。「リハプラン」を
開発。

　今回の学会テーマで「未来をつくろう－今こそ
『かいほう』の意味を考える」というテーマに対し
て、私からは介護ヘルスケア領域における「テクノ
ロジーの可能性」と「未来をつくる人材」の２点に
ついて講演させていただきます。
　ひとつ目の「テクノロジーの可能性」について、
我々Rehab for JAPANでは、介護事業所向けにリ
ハビリ支援ソフト「リハプラン」を起点に、さま
ざまなデータアセットを蓄積しています。このデー
タアセットを企業価値に変換したり、エビデンスに
基づいた科学的介護を社会実装することで、高齢
者100万人の健康寿命の延伸に貢献しようとしてい
ます。そして、2025年には、介護ヘルスケア領域
の高齢者の生活データの捕捉企業としてNo.1にな
ることを目指しています。この目指す姿と現状の
ギャップを埋めるための取り組みが、「科学的介護
の普及」「高齢者のADL（日常生活動作）維持改善」
「デジタルヘルス」の３つです。この３つの課題を
解消するために、「リハプラン」というSaaSを通じ
て高齢者の方々の生活データを収集し、それを解析
するCDP（Care Data Platform）を構築しようと
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プロフィール

講演内容

しています。CDPを磨き込んでいくことで、新た
なSaaSプロダクトに転換したり、新規事業という
かたちでサービスを拡大したりといったことを考え
ています。今後、高齢者は確実に増えていくなかで、
病院や薬局、介護事業者の方たちが高齢者の方々を
支えてきましたが、今後はテクノロジー企業である
AmazonやAppleなどのビッグテックもヘルスケア
領域に参入するようになるでしょう。テクノロジー
を持った企業が、社会に対して能力を発揮していく、
そのような未来の話をさせていただきます。
　ふたつ目の「未来をつくる人材」については、私
のような作業療法士、スタートアップ経営者である
私がこれまで歩んできたキャリアや様々なヘルスケ
ア企業とのコラボレーションなどで得た経験をベー
スに話をさせていただきたいと思っています。また、
上述したテクノロジーをつくるのは「人」であり、
テクノロジーの最先端にいるのは、幸いにも若い力
です。これからの超高齢者社会時代をより良くする
ために、私たちは「医療は医療、介護は介護で解決
する」というような考え方ではなく、私たち自身が
思考を拓き、新しい技術を学び、試し、組織や政治
にとらわれず実装していく。このような話をこれま
での経験や実例を通じて、話をさせていただきます。
　オンライン開催ということで、ぜひ皆さまと会話
できるのを楽しみにしております!

Twitter:@ryokubosan

特別講演
２

介護ヘルスケア領域における
デジタルヘルスの社会実装と一起業家の挑戦
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臨床は目に見える世界と見えない世界　 の情報を統合していく作業

有限会社　青い鳥コミュニティー　取締役
放課後等デイサービス青い鳥　児童指導員
リハ塾SHIN　代表（塾長）
作業療法士

〈略歴〉
1971年	 北海道帯広市生
2000年	 日本福祉リハビリテーション学院　作業

療法学科卒業
	 佛教大学　社会福祉学部　社会福祉学科

卒業(通信課程)
	 その後、水口病院、甲西リハビリ病院、

摂南総合病院、ヴォーリズ記念病院、守
山市民病院に勤務

2017年	 有限会社　青い鳥コミュニティ―　取締
役　介護・発達障害領域リハビリに従事

2018年	 放課後等デイサービス青い鳥　開業
2022年	 新規事業として医療・介護保険外サービ

ス　脳卒中専門の家庭訪問型リハビリ学
習塾　リハ塾SHINを開業

〈現在所属している学会・役職〉
日本作業療法士協会　会員
滋賀県作業療法士会　会員
日本認知神経リハビリテーション学会　代議員
滋賀認知神経リハビリテーション研究会　代表

〈論文:筆頭論文のみ〉
・本田慎一郎：脳卒中片麻痺に対する認知運動療
法の経験、認知運動療法研究、No3、184-194、
2003

・本田慎一郎：口腔・咀嚼機能障害を呈する片麻
痺患者に対する認知運動療法、認知運動療法研　
究、No4、146-153、2004

・本田慎一郎：臨床経験 嚥下障害者のリハビリ
テーションにおける認知課題－二人称記述の重
要性について、認知運動療法研究、No5、138-
148、2005

・本田慎一郎、鈴木則夫：左半側口腔内に特異的な
症状を呈した脳梗塞の1症例〜口腔内半側空間無
視の可能性〜、高次脳機能研究34（2）252-259、
2014
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本田 慎一郎 Honda Shinichiro
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教育セミナー
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・本田慎一郎、福井聖、玉木義規、日下部洋平、村
部義哉、岩下成人、新田一仁：症例報告Mirrer 
Therapyによって著明な鎮痛効果があった頸椎
症性脊髄症の１症例：介入方法の検討、日本運動
器疼痛学会誌７ （1）:63-68、2015

・本田慎一郎、村部義哉、日下部洋平、玉木義規：
顔を構成するパーツを配置する課題で著明な異常
を認めた左半球損傷患者２例－右半球損傷患者２
例との比較－、高次脳機能研究36（2）286-295、
2016

・本田慎一郎、玉木義規、日下部洋平:患者の言葉、
セラピストの言葉をリフレクションする、日本認
知神経リハビリテーションジャーナル、No21、
93-100、2022

〈著書：単著〉
本田慎一郎 著：豚足に憑依された腕－高次脳機能
障害の治療、協同医書出版社、2017

〈著書：共著〉
佐藤公治、本田慎一郎、菊谷浩至 著：臨床のなか
の対話力、協同医書出版社、2019
本田慎一郎、稲川良 著：食べることのリハビリテー
ション　摂食・嚥下障害の多感覚的治療、2019
佐藤公治、田中彰吾、篠原和子、本田慎一郎、玉木
義規、中里瑠美子、三上恭平 著：臨床のなかの物
語る力、協同医書出版社、2020
本田慎一郎、菊谷浩至 著：臨床ノートの余白に－
発達支援と高次脳リハビリテーション、協同医書出
版社、2021

〈分担執筆〉
カルロ・ペルフェッティ　対話は続く、協同医書出
版社、pp175-181、2022

18



臨床は目に見える世界と見えない世界　 の情報を統合していく作業

　貴方の前に「一人の女性が空を見上げて泣いてい
る。」としましょう。

　何かとても悲しい出来事があったのでしょうか。
　それとも、何かとても感動した出来事があったの
でしょうか。
　それとも、ただ目にホコリが入っただけなので
しょうか。

　泣いているという現象は見たらわかりますが、な
ぜ泣いているかはわかりません。
　もし、なぜかがわかれば、自分ができることが見
つかるかもしれません。
　それを知る方法はなんでしょう。
　それは、本人に直接聞いてみることです。

　このことをリハビリテーションの臨床に置き換
えてみましょう。
　例えば、片麻痺患者の多くは、歩いたり、努力し
て麻痺した腕を動かそうとすると必要以上に筋の
緊張が高まり、多くの関節が過剰に曲がってしまう
ことがあります。このような現象は誰でも見ればす
ぐにわかります。
　でも、その患者自身が「その腕（あるいは他の身
体部位）をどのように受け止めているか、感じてい
るか」はわかりません。このことは決して外から見
ていてもわからないことなんです。でも、患者と語
るという行為によってそれを知ることができます。
具体的な患者の訴えを以下に示します。

　「（右手で左の肩を自ら掴みながら）この腕は豚足
に掴まれて縛り付けられている気持ち悪さがある
んです(左片麻痺A)」
　「（右手で左手を触りながら）この手は、私のお母

講演内容
さんの手です(左片麻痺B)。」
　「この（左）腕は、割り木のようです。(下垂して
肘が伸展位であっても)コの字型に曲がったイメー
ジなんです(左片麻痺C)。」
　「口の中で食塊が左側にいくと消えるんです。右
側にあると食塊は頭に（形や大きさの表象が）浮か
びますが左は浮かびません。ここ(左側の口蓋)の実
(肉)が削げてないです。洞穴になっています(嚥下
障害がある左片麻痺D。）」
　「僕の舌先は物理的には存在しますよ。でも頭の
中の僕の舌先(脳内の表象として)は、ないんですよ。
だから、絶対、先生は私の舌先は触れませんよ、な
いんだから（嚥下障害がある右片麻痺E）。」

　このように患者と語ることで、はじめて患者の身
体意識の変容性が含まれた外からは見えない世界が
あることに気づきます。そして、このような身体意
識の変容性が明かになることで、うまく腕や手が動
かないこと、上手く食べられない事実は同じでも、
個々が抱えている病理は異なる可能性があります。
ということは個々の訓練内容も修正、刷新していけ
るのではないと思うわけです。
　今回、客観的な評価と主観的評価を統合すること
が臨床では欠かせないということを拙著の症例を介
してお伝えできればと思っています。
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医療法人栄寿会　真珠園療養所　作業療法士
認定作業療法士
専門作業療法士（精神科急性期）

〈学歴〉
平成４年３月	 長崎大学医療技術短期大学部作業療

法学科卒業
〈職歴〉
平成４年４月〜平成６年３月
　社会福祉法人緑葉会　大瀬戸厚生園
平成６年４月〜平成９年３月　杠葉病院分院
平成９年４月〜現在　
　医療法人栄寿会　真珠園療養所

〈免許・資格係〉
平成20年５月13日	 認知症キャラバンメイト取得
平成28年２月１日	 日本作業療法士協会　作業療

法士臨床実習指導者取得
平成28年11月１日	 日本作業療法士協会　認定作

業療法士取得
平成30年２月１日	 日本作業療法士協会　専門作

業療法士（精神科急性期）取得
〈所属学会〉
日本作業療士協会
日本精神保健予防学会
日本認知症ケア学会
日本認知症予防学会

〈業績・功績〉
学術活動
①学術論文（筆頭）
・福田健一郎ほか：うつ病患者に対する運動療法
の試み。作業療法37巻5号590-594、2018年

・福田健一郎ほか：うつ病患者に読書療法を行
なって。長崎作業療法研究11巻1号9-13、2016年　
他　５編
②学会発表（筆頭）
・福田健一郎ほか：若年層に対する睡眠改善アド
バイスの取り組み―自殺対策の観点から―。第
24回日本精神保健予防学会抄録集p61、2021年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
他　35編
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社会的貢献　※直近５年間
①学術雑誌の編集員や査読委員
2015 〜日本作業療法学会　学会演題査読委員
2018 〜九州作業療法学会　学会演題査読委員
②学術講演
2019　第26回長崎県作業療法学会教育講座（佐世
保市）、講師
③国や地方自治体における審議会・委員会委員とし
ての活動

2015 〜西海市介護認定審査会、審査員
2019 〜波佐見町自立支援型地域ケア会議（波佐見
町）、アドバイザー
④各種職能団体の活動への寄与
2011 〜長崎県作業療法士会　精神保健予防班、班
長

2018　長崎県作業療法士会現職者共通研修「実践
のための作業療法研究」（佐世保市）、講師

2020　長崎県作業療法士会現職者共通研修「日本
と世界の作業療法の動向」（web）、講師

臨床教育経験歴
①非常勤講師
・2000 〜 2002、2005 〜長崎医療技術専門学校　
非常勤講師

・2010 〜 2011、2013 〜長崎リハビリテーショ
ン学院　非常勤講師
②2015〜長崎大学医学部保健学科　臨床教授

再発予防に貢献する精神科作業療法と　 は？　　　～未来につなげる～
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　2016年、「地域移行機能強化病棟」が新設された。
１年以上の長期入院者を退院促進する病棟で、入院
料は精神科療養病棟の約1.5倍に設定された。この
病棟は専従の精神保健福祉士が２名以上配置され
ていることとなっている。しかし、療養病棟に必須
だった作業療法士は他職種の中に含まれた。作業療
法士は精神保健福祉士に比べ、厚生労働省に退院促
進に必須と考えられていないようだ。
　2014年には「認知症患者リハビリテーション料」
が新設されている。認知症治療病棟で個別に週３
回、20分以上実施した際に240点算定できること
で始まった。（現在は変更されている。）この算定は
「理学療法士」「作業療法士」「言語聴覚士」が行なっ
た場合に算定できるとなっている。また、2020年、
精神科療養病棟で「疾患別リハビリテーション料」
が算定可能となった。これらはいわば、理学療法士
の精神科専門病棟への“職域拡大”である。
　このような診療報酬改定が行なわれている中、精
神科作業療法士の職域は広がっているのであろう
か。作業療法は精神科医療の中で求められているの
であろうか。
　厚生労働省は2012年に行なった「精神科医療の

講演内容

再発予防に貢献する精神科作業療法と　 は？　　　～未来につなげる～

機能分化と質の向上に関する検討会」の中で、入院
患者を「３か月未満」「１年未満」「重度かつ慢性」
に分けるとし、（重度かつ慢性でない）長期入院患
者は退院促進するとした。実際に、この４年後、長
期入院患者を退院促進する病棟「地域移行機能強化
病棟」が作られた。精神科病棟がこれらの区分とな
り、精神科療養病棟がなくなった場合、作業療法士
が必須の病棟は（認知症治療病棟以外）なくなる。
　医療費削減が叫ばれて久しい。2014年、国民医
療費は40兆円を超えた。人口が多い団塊の世代が
75歳（後期高齢者）を迎え、介護費が増大すると
される2025年問題も言われて久しい。2019年度
の福岡県の一人あたりの国民医療費はワースト14
位だが、年齢調整後医療費となると2014年度〜
2017年度、2019年度と近年はワースト１位であり、
他人事ではない。作業療法士も精神保健福祉士のよ
うに医療費削減（退院促進など）に貢献できるデー
タを示す必要がある。退院促進や急性期病棟で症状
軽減に貢献しないと精神科病棟での生き残りは難し
い。
　そこで、今回は作業療法士による急性期や慢性期
での症状軽減、再発予防について考えてみたい。
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藍野大学　医療保健学部　作業療法学科　助教
作業療法士

〈現職歴〉
藍野大学 医療保健学部 作業療法学科

〈学歴・職歴〉
2008年	 京都大学医学部保健学科 卒 
2015年 	 奈良教育大学大学院教育学研

究科 修了（教育学修士） 
2008年〜 2016年	 奈良県総合リハビリテーショ

ンセンター 
2015年〜 2020年	 奈良教育大学特別支援教育研

究センター 研究部 
2016年〜 2020年	 白鳳短期大学リハビリテー

ション学専攻作業療法学課程
2016年〜現在	 （株）LITALICO 外部スーパー

バイザー 
2017年〜現在	 NPO法人はびりす 理事 
2020年〜現在	 藍野大学 医療保健学部 作業療

法学科 
2022年〜現在	 横浜市立大学生命医科学研究

科 博士後期課程
〈著書〉
・エビデンスでひもとく発達障害作業療法。 CBR 
社、2021。 （共著） 

・ みんなでつなぐ読み書き支援プログラム。クリエ
イツかもがわ、2020。（編著） 

・ 臨床実習とケーススタディ 第 3 版。 医学書院、 
2020。（共著） 

・ 幼児と健康。 ジアース教育新社、 2020。（共著） 
・ 発達障害&グレーゾーンの小学生の育て方。 す
ばる舎、 2020。（監修協力） 

・ 子ども理解からはじめる感覚統合遊び。 クリエ
イツかもがわ、 2019。（編著） 

・ 小児リハ 評価ガイド。 メジカルビュー、 2019。 
（共著） 
・ 幼児と保育 10 月号。 小学館、 2019。（監修） 
・ 乳幼児期の感覚統合遊び。 クリエイツかもがわ、 
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　「文章を読めない」「文字を書けない」という主
訴をもつ読み書き障害児・者に対して、 どのよう
な評価・支援を組み立てるでしょうか？ 本セミ
ナーでは、読み書きの神経機構や 発達研究を基に
作成した「読み書き支援フローチャート（高畑ら、
2020）」に沿って実践例を紹介します。読字障害に
関しては、原因仮説として有力視されている「視覚
情報処理障害」「音韻処理障害」「小脳障害」の各サ
ブタイプにおける評価と支援をケースの映像を通
して解説します。特に、小脳障害仮説は、「姿勢バ
ランス・協調運動・手続き記憶・リズム」など、作
業療法士が積極的に関与する必要がある部分にな
ります。現在、日本において、小脳障害仮説を検証
した研究は皆無に近く、今後の実践・研究が必要に
なる領域です。
　書字障害に関しては、 書字の発達に沿った
「Tracing（ な ぞ り 書 き ）」「Copying（ 模 写 ）」
「Writing（書字）」に関する評価と支援をご紹介し
ます。
※ 書字障害に関しては、時間の都合で、別の動画リ
ンクをご紹介することを想定しています。

講演内容

2016。（編著）など

エビデンスでひもとく
読み書き障害の評価と支援
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〈現職歴〉
2009年	 作業療法士
2013年	 AMPS認定評価者
2015年	 認定作業療法士

〈学歴〉
2009年	 リハビリテーションカレッジ島根作業療

法学科　卒業
2020年	 九州大学大学院医学系学府医療経営・管

理学専攻　修了
2021年	 国際医療福祉大学大学院博士課程　入学

〈職歴〉
2009年	 福岡豊栄会病院
2012年	 福岡リハビリテーション病院
2020年	 国際医療福祉大学福岡保健医療学部
2022年	 福岡国際医療福祉大学医療学部　現職

〈受賞歴〉
2014年	 第19回日本ペインリハビリテーション

学会学術大会　最優秀奨励賞
2016年	 第９回日本運動器疼痛学会　ポスター賞
2018年	 日本作業療法協会　学術誌「作業療法」　

最優秀論文賞
2018年	 第23回日本ペインリハビリテーション

学会学術大会　最優秀賞
2019年	 第24回日本ペインリハビリテーション

学会学術大会　優秀賞
〈著書〉
・2017年	大腿骨頸部/転子部骨折の作業療法。中央

法規、2017年（分担）
・2020年	脳とこころから考えるペインリハビリ

テーション ひとをみるという志向性。杏
林書院、2020年（分担）

・2021年	慢性疼痛診療ガイドライン。真興交易、
2021年（分担）

　

プロフィール
　近年、根拠に基づく実践（Evidence Based 
Practice;EBP）が浸透し、作業療法においても根
拠が求められるようになっている。そのエビデンス
レベルをバイアスの統制からみたMinds診療ガイド
ライン作成の手続き（2007）より参照すると、１：
システマティックレビュー /メタアナリシス、２：
１つ以上のランダム化比較試験、３：非ランダム化
比較試験、４a：コホート研究、４b：症例対照研
究、横断研究、５：記述研究（事例研究やケースシ
リーズ）、６：患者データに基づかない専門委員会
や専門家個人の意見となっている。作業療法士は個
別性が強い様々な事例に対して実践を繰り広げて
いる特徴がある。それらの事例に対してまとめるこ
と（事例報告、事例研究）は、作業療法に関するエ
ビデンスを集積することに繋がり、作業療法の専門
性を向上させ、最終的には社会の認知度の向上に結
び付くかもしれない。また、蓄積された事例報告や
事例研究から臨床研究に発展させることも期待で
きる。そのように理解を深めると、日々の臨床が直
接的に事例報告や事例研究としてつながれば、研究
を実施することは、それほど、敷居が高いわけでは
ないと推測できる。
　一方で、臨床研究を実際の臨床に落とし込むこと
も非常に重要となっている。EBPの構造は、「研究
の根拠」に加え、「対象者の病態と環境」「対象者の
希望と行動」から成り立っている（Haynes RB et 
al、2002）。多くの作業療法士は個別性の強い事例
に関わっていくことから、「対象者の病態と環境」
や「対象者の希望と行動」を重要としていることが
推測される。そこに「研究の根拠」を加えるとより
良い実践につながる可能性がある。一方で、稀に
「〇〇よりも□□の方がエビデンスレベルは高い。
だから、□□をするべきだ。」との意見を伺うこと
もある。これは、EBPの構造から判断すると、「研
究の根拠」を押し付け、「対象者の病態と環境」「対

講演内容

エビデンスに基づく作業療法介入
～研究を臨床につなげる意義～

福岡国際医療福祉大学　医療学部　作業療法学科　助教
認定作業療法士Pr

ofi
le 平賀 勇貴 Hiraga Yuuki

教育セミナー
４
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象者の希望と行動」を置き去りにしていることがわ
かる。また、「研究の根拠」にはそれぞれの研究を
批判的に吟味し、読者がそれを判断することも求め
られるため、安易な判断は危険性もある。これら、「研
究の根拠」と「対象者の病態と環境」および「対象
者の希望と行動」をバランスよく反映し、日々の臨

床につなげていくことが理想となり、根気強く続け
ることで新たな作業療法の臨床実践へと発展を遂げ
ることができるのではないだろうか。
　本教育セミナーでは、上記内容を踏まえ我々がこ
れまでに公表してきた研究や成果などを踏まえて報
告する。
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特定医療法人　社団　三光会　誠愛リハビリテーション病院　
リハビリテーション部　作業療法課　係長
作業療法士

〈学歴・職歴〉
2007. ３	 鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専

攻　卒業
2007. ４	 特定医療法人社団三光会　誠愛リハビリ

テーション病院　入職
	 外来小児、一般病棟、療養病棟、回復期

病棟などで勤務
2012年	 Bobath Basic Course
2017年	 Bobath Advance Course受講
2017年より誠愛リハビリテーション病院研修会「日

常生活活動研修会」講師

１．はじめに
　回復期リハ病棟は脳出血、脳梗塞をはじめとした
脳血管障害や大腿骨頸部骨折等の運動器疾患を対
象に、集中的なリハビリテーションを行い、生活期
へつなぐ役割を持っています。生活期へつなぐため
には、患者さんが生活で必要となる行為、特に日常
生活活動(以下ADL)の改善が重要であり、このこと
は、近年の診療報酬改定における実績指数の導入か
らも明らかです。私は患者さんへの実践やスタッフ
教育を行う中で、ADLをどう評価・介入し、展開
していくか、悩みながらも長年実践してきました。
そんな回復期リハ病棟に勤務する、一作業療法士
が、現場でどのようにADLに対し作業療法を実践
しているか、実際の症例も交えお伝えしたいと思い
ます。

２．ADLを評価するということ
　皆さんは患者さんのADLの状況をどの程度把握
し、その問題点をどのように捉えているでしょう
か。上述したように回復期リハ病棟では実績指数
が導入されており、「FIM」が重要視されています。

Pr
ofi
le 新本 憲治 Shinmoto Kenji

プロフィール

講演内容

臨床セミナー
（身障分野）

私たちは実際場面でのADL評価はもちろん、誰が、
どのように、どのタイミングで関わっているかとい
う情報収集も大切になります。また、ADLは連続
性があり、文脈があり、個別性があります。これら
を踏まえ、各ADLの構成要素を理解し細かく分析
することが大切です。

３．ADLの介入を考える
　FIMは「している」ADLを評価します。よって、
いかにADLを「している」状態にするかが大切で
すが、同時に効率性や安全性等、「質」も考えなけ
ればなりません。ADLへの介入は徹底的に課題指
向アプローチであり、ADLの分析から最適な課題
を選択し問題解決を図ることが大切です。繰り返し
練習するだけではなく、適切なPart Taskに介入す
ることが重要です。
　また、病棟でのADL向上のためにはチームで
ADLを支えていく視点が重要です。そのためには
密なコミュニケーション、多職種同士の相互理解が
大切です。チームでADLに介入することで目標が
具体化し、達成に近づきます。

４．当院での歩み
　当院ではスタッフが興味のある分野に分かれ、知
識・技術の向上を行っており、私は「ADL」チー
ムに在籍し学んできました。その学びの中で実際
場面での評価「ADL Check Sheet」の作成・運用
も経験しADLを深く考えるきっかけとなりました。
その経験も含め私が実践の中で感じたこと、考えた
ことをお伝えたいと思います。全体を通してADL
の一つの考え方として聞いて頂き、少しでも参考に
なれば幸いです。

回復期リハ病棟における作業療法の実践
～ ADLをチームで支える～
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福岡県立精神医療センター太宰府病院　リハビリテーション科　
副技師長
作業療法士

〈現職歴〉
2001年	 作業療法士免許取得
2001年	 医療法人成晴会　堤病院　入職
2005年	 福岡県立精神医療センター太宰府病院
	 入職

〈学歴〉
2001年	 医療福祉専門学校 緑生館 卒業
2013年	 吉備国際大学保健科学研究科修士課程 修了

〈資格・修了研修等〉
家族心理教育認定インストラクター 取得
WRAPファシリテーター 取得
アルコール依存症臨床医等研修 修了
ギャンブル障害標準的治療プログラム研修 修了
HAPPYプログラム使用権取得研修 修了
ふくおかDPAT養成研修 修了

〈所属学会〉
日本作業療法士協会
福岡県作業療法協会
日本デイケア学会（理事・評議員）
福岡県精神科病院協会OT・PT会（監事）
日本心理教育・家族教室ネットワーク

Pr
ofi
le 若松 伸宏 Wakamatsu Nobuhiro

プロフィール

臨床セミナー
（精神分野）

　本セミナーではRecoveryとWell-beingを理解
し、それらの動機を高める面接法をについてお伝え
します。
　Recoveryは、米国や英国をはじめとして精神保
健行政の柱に位置づけられ、我が国でも地域移行
支援や精神科リハビリテーションにおいて重要な
概念といえます。Recoveryにおいては、個人の
価値観を重要視し、対象者の体験や思いを適切に
把握した個別性の高い支援を求めます。精神科作
業療法も同様に、より健康にその人らしいWell-
beingの高い生活が送れるように支援する専門職と

講演内容

『変わりたい』に寄り添う関わり
～Recovery・Well-beingにつながる動機付け面接法（Motivational Interviewing）～

いえ、Recoveryの概念を受け入れやすい職種とい
えます。しかし、Recoveryという用語が多義的で
曖昧な意味合いで用いられており、誰がどのような
目的で使うかによっても様々であり、概念を共有
できているとは言い難い状況といえます。そこで、
Recovery・Well-beingの概念を整理したうえで、
①Recovery・Well-beingと作業療法との関係性に
ついて共有したいと考えています。
　加えて、Recovery・Well-beingを目指した作業
療法を展開していくには、作業療法士も対象者自身
も同じ方向のベクトルで進めていくことが望まれま
す。しかし、対象者がその必要性を感じていなかっ
たり、意欲が低下していたり、迷っていたりした場
合は作業療法の導入、継続が難しく苦慮した経験
のある作業療法士は分野を問わず多いのではない
でしょうか。対象者中心の作業療法が言われる中
で、対象者の意思と一致する方向の治療意欲を引き
出すことは我々にとって大きな課題です。多くの人
が「変わろうとする理由」と「今のままでいる理由」
を持ち合わせており、これをアンビバレント（両価
性）と呼びます。アンビバレントで膠着状態にある
対象者に対して医療者が指示的に変化を促すと、変
化と反対方向への発言や医療者へのネガティブな認
識が生じます。また、傾聴を主体に会話の方向性を
決めずにただ対象者の発言を受け入れるだけでは、
問題の解決にはつながりません。指示をするのでは
なく対象者自身から変化につながる発言を引き出
し、特定の方向への行動変容を促していくことが求
められます。そこで、本セミナーでは、②対象者の
動機づけを高め、行動変容を促す医療者のコミュニ
ケーション技法である動機づけ面接（Motivational 
Interviewing）について紹介します。
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〈学歴〉
国立療養所東名古屋病院付属リハビリテーション
学院卒業

〈経歴〉
認定作業療法士、専門作業療法士(福祉用具・特別
支援教育・摂食嚥下)
1989年静岡医療福祉センター入職
1993年より静岡県立こども病院へ入職し、2019年
３月退職
2019年４月より株式会社児童発達支援協会設立
2019年７月よりリハビリ発達支援ルームかもん開
始
特別支援学校等への教育支援、発達障害児に対する
福祉機器の開発も数多く手掛ける。

〈著作等〉最近のもの
・発達をうながすハンドリング（共著）三輪書店
・マンガでわかる読み書き指導（共著）中央法規出
版

・教室でできるタブレットを活用した合理的配
慮・自立課題（共著）中央法規出版

・臨床作業療法NOVA（生活動作と読み書き支援）
（共著）青海社
・発達が気になる子の学校生活における合理的配
慮（共著）中央法規出版

・家庭で育てる発達が気になる子の実行機能（共
著）中央法規出版

・発達障害の作業療法（基礎編・実践編）（共著）三
輪書店

・発達が気になる子へのスモールステップではじ
める生活動作の教え方（単著）中央法規出版

・発達が気になる子の脳と体をそだてる感覚あそ
び（共著）合同出版

・発達が気になる子への読み書き指導ことはじめ
（単著）中央法規出版
・発達が気になる子への生活動作の教え方（共著）

プロフィール
中央法規出版

・学校が楽しくなる!発達が気になる子へのソー
シャルスキルの教え方（共著）中央法規出版

〈所属学会など〉
日本作業療法士協会
日本発達系作業療法学会
日本LD学会
日本DCD学会
日本感覚統合学会
ハイリスク児フォローアップ研究会

〈役職など〉
株式会社児童発達支援協会（代表取締役）
日本作業療法士協会（生活環境支援推進室委員）
日本発達系作業療法学会（副会長）
福津市教育委員会教育支援委員会（学識経験者）
福津市教育委員会（療育アドバイザー）
社会福祉法人悠信福祉会　虹の森保育園
（理事・発達アドバイザー）
社会福祉法人巖松福祉会 ひかり幼育園
（発達アドバイザー）
野ばら保育園・野ばら第二保育園
（発達アドバイザー）
社会福祉法人天真会　いろどり真愛保育園
（発達アドバイザー）
Z-KAI Group スマートキッズ
（ADLプログラム監修、療育アドバイザー）
株式会社デジリハ（アドバイザー）
日本ノート株式会社（アドバイザー）

株式会社　児童発達支援協会　リハビリ発達支援ルームかもん　
代表取締役
認定作業療法士
専門作業療法士(福祉用具・特別支援教育・摂食嚥下)Pr

ofi
le

鴨下 賢一 Kamoshita Kenichi

臨床セミナー
（発達分野） これからの発達領域作業療法について考える
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　演者は、４年間肢体不自由児施設、27年間静岡
県立こども病院で入院では急性期作業療法、外来で
は未熟児の発達フォロー、発達障害児支援、特別支
援教育への支援、子どもたちに必要な福祉用具や教
材などの開発を行ってきた。2019年３月にこども
病院を退職し、同年４月に株式会社児童発達支援協
会を設立し、７月よりリハビリ発達支援ルームかも
ん開設した。医療から福祉で働くことで、より地域
に密着した発達支援に取り組むことができている。
医療は医療費の削減により、急性期に特化する方向
にあった。作業療法士の働く場は、医療から福祉
と広がりを見せている。０歳から18歳を対象とし、
未就学は児童発達支援事業、就学後は放課後等デイ
サービス事業で発達支援が行われている。併せて保
育所等訪問支援事業、居宅訪問型児童発達支援事業
（感染リスクなどで外出できず自宅で発達支援を受
けられる）がある。保育所等訪問支援は、作業療法
士などが、保育園や学校など、子どもが生活してい
る場に直接訪問して発達支援を行うものである。国

講演内容

はインクルージョンを促進するために、その利用を
進めている。経験のある作業療法士などが関わるこ
とで、加算がつくことからもそれが分かる。筆者は
ほぼ毎日訪問支援を行っており、そのニーズの高ま
りを日々感じている。病院や施設、事業所などの部
分的な子どもへの関わりではなく、生活場面での支
援はとても重要であり有効である。今後の発達領域
作業療法は、確実に福祉分野での広がりが起こるし、
起きてきている。しかし、卒後すぐに福祉分野で一
人職場といった環境や、他分野から発達領域に移っ
てきた作業療法士は、学ぶ場や機会が乏しいと聞い
ている。当法人では、セミナー事業などにより、そ
れを補う活動を行ってきているが、コロナ過で現在
は止めている。発達領域の作業療法士が十分に学べ
る機会を設けることも重要な課題である。演者のこ
れまでの経験や現在に至るまでの経緯、今後考えて
いる発達領域作業療法について伝えたいと考えてい
る。
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株式会社シダー　あおぞらの里　古賀訪問看護ステーション　主任
作業療法士Pr

ofi
le 鎌田 聡史 Kamata Satoshi

臨床セミナー
（地域分野）

介護事業を行う企業、訪問看護ステーションで働く作業療法士が担う役割
～地域・社内での役割や他職種との連携について～

〈学歴〉
平成16年３月　鹿児島大学 医学部 保健学科　卒業

〈現職歴〉
平成18年５月	 株式会社シダー あおぞらの里 古賀

訪問看護ステーション　入職
平成27年４月〜同ステーションにてリハビリ職員責

任者
〈国家資格〉平成16年	 作業療法士　取得
〈その他、資格・認定など〉
平成21年	 介護支援専門員　取得
平成24年	 訪問リハビリテーション管理者研修　修了
平成27年	 日本訪問リハビリテーション協会　
	 認定訪問療法士　取得
平成28年	 ３学会合同呼吸療法認定士　取得
令和２年	 日本循環器学会　心不全療養指導士　取得

〈所属学会・団体〉　
一般社団法人　日本循環器学会
一般社団法人　日本作業療法士協会
公益社団法人　福岡県作業療法協会
一般社団法人　日本訪問リハビリテーション協会
古賀市認知症サポーター・キャラバンメイト連絡会
宗像地区訪問リハビリテーション協議会

プロフィール

　居宅を訪問しリハビリテーションを行うサービ
ス（以下、訪問リハサービス）には、病院等から出
向く場合（訪問リハビリテーション、以下、訪問リ
ハ）と、訪問看護ステーションから出向く場合（以
下、PT等による訪問看護）とがある。後者は「支
援内容が主にリハビリテーションである場合は理
学療法士等が訪問看護の一環としてサービスを提
供するもの」と位置付けられている。PT等による
訪問看護の在り方や増加については、介護保険や診
療報酬の改定等において度々議論に挙がってきた。

講演内容

訪問リハとPT等による訪問看護のサービス内容や
対応できる利用者の状態像の比較など、様々なデー
タが厚生労働省より示されてきたが、ICFの「活動」
「参加」に焦点を当てたリハビリテーションや、医
療処置、医療機器管理の必要な状態の方への支援な
ど、それぞれの役割、共通する役割について考えて
いきたい。
　医療機関や施設では、多くの場合、対象者の支援
者は同一法人に属している。一方、在宅サービスで
は、ケアマネジャー、通所・訪問介護、主治医等の
支援者が別法人・別事業所のメンバーで構成される
ことが殆どである。目標や支援計画の共有を目的と
した定期的なサービス担当者会議が開催されるが、
電話やメール等による日々の積極的な情報共有が必
要となる。また、同一法人でないこと、対面でのコ
ミュニケーションでないことによる認識のずれを感
じることも少なくなく、そのリスクを認識した上で
の情報交換が重要である。
　当社は介護保険事業を中心とした介護サービスを
行っており、有料老人ホーム部門・デイサービス部
門・在宅部門（訪問看護・訪問介護・居宅介護支援）
を全国に展開している。部署を超えての勉強会が開
催され、他の職種の考え方や知識を共有する機会が
ある他、介護従事者に対する医療的な技術・知識の
発信を求められることもあり、分かりやすい説明を
行うための研鑽の場も設けられている。
　また、地域の行政や他法人の医療・介護事業所と
の協働や、地域住民からの求めに応じて行う活動も、
会社または筆者個人で引き受けている。例えば、地
域住民等の認知症サポーター養成講座や企画を行う
団体での活動や、事業所近隣の公民館での健康教室
等に従事しているが、業務の一環として行っている
ものもある。当社の「地域に根差した事業所であり
たい」との考えのもと、これらの活動を会社へ発案
し、認められた上で参加している。地域に貢献でき
るというやりがいと、通常の訪問看護業務だけでは
得られない多くの経験とを得られている。
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　1993年熊本県生まれ。 
　17歳の時、全日本卓球選手権の帰り道に交通事
故に遭い頸髄を損傷。手足の自由を失い「一生車い
す生活」と宣告される。 2019年よりバリアフリー
プロジェクトをスタートし、同年10月にYouTube
「しょうこちゃんねる」を開設。車いすでの日常や
自身の体験から感じた気づきや想いを発信してい
る。2021年「心のバリアフリーを広めたい」とい
う想いを持った仲間と共に株式会社CREITを設立。
情報発信を軸に、賛同いただいた企業との商品開発
にも挑戦。「誰かの、何かのきっかけをつくる」を
理念に、一人ひとりの胸に心のバリアフリーが宿る
世界を目指している。2022年10月、自身初となる
著書「生きる」を出版。

プロフィール

　17歳で突然体の自由を失い車いす生活になって
11年。
　受け入れられずに「死にたい」と思い続けるどん
底の日々から「生きててよかった」と思えるように
なるまでの心と体の変化をもとに、これまでとこれ
からをお話しします。
　小学１年生の時から習い始めた卓球にどっぷり
ハマり、卓球は私の人生の軸となっていた。中学卒
業を機に親元を離れて、寮生活をスタート。高校２
年生ではインターハイで13位にランクイン。最後
の高校総体では、県大会でシングルス・ダブルス・
団体のすべての種目で優勝し３冠を達成。卒業後
は、東京の大学へ進学することも決まっていた。
　そんな矢先、全日本卓球選手権大会の帰り道に
交通事故に遭い頸髄を損傷。両手足の自由を失い、
大好きな卓球を奪われた。体の自由を失ったこと
で、夢や希望…何もかもを奪われて生きる意味を見
失った私は、次第に「死」を考えるようになる。「ど

講演内容

株式会社CREIT　代表Pr
ofi
le 高橋 尚子 Takahashi Shoko

市民公開講座 私をつくる生き方

うして生きてしまったんだろう」「こんな体になる
くらいだったら死んだ方がよかった」と生きる辛さ
と将来への不安を感じ、「どうやったら楽に死ねる
のだろう」とネットで調べることも増えた。
　それでも「死」を選択する勇気はなくて、生きて
いればいつか「生きててよかった」と思える日が来
るんじゃないかな？と、どこかで未来に期待をする
自分がいたのも事実。そうやって障害と向き合うこ
とは避けながらも、なんとか１日１日を過ごしてき
た。常に「死にたい」と思っていたわけではない。
楽しい瞬間もあったし、心から笑っている日もあっ
た。どこか不安定で心の浮き沈みが激しい日々が結
構長く続いた。転機は、事故から約５年経った頃。
家族や友達の支えを受けて、ようやく前を向く決心
をする。
　そうして一歩踏み出す勇気を持ったことで、一歩
また次の一歩へとつながり、みるみる世界は広がっ
ていった。障害に対する考え方も、自分がどうあり
たいかも、しっかり私自身と向き合うことができる
ようになった。
　そして今では会社経営、YouTuber、バリアフリー
活動家、商品開発、本の出版と多岐にわたり活動を
している。
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令和３年度　次世代を担う研究助成事業の報告

　公益社団法人　福岡県作業療法協会では令和３年度より研究助成事業を募集しています。本事業は、
作業療法の質の向上に係る研究を行い、医療・福祉・介護・教育など作業療法が関わる全ての事業の健
全な発展と県民の健康の増進に寄与するための一環として、会員が行う研究活動を積極的に支援するも
のです。
　研究テーマは作業療法の効果（成果）に関連する研究で、会員が独創的・先駆的な発想に基づき実施
する研究課題を助成しています。

令和３年度の事業報告は以下の通りです。

令和３年度令和３年度 研究助成事業の報告 研究助成事業の報告

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜 LET’S MAKE THE FUTURE

高位脛骨骨切り術患者における作業療法介入が疼痛と身体機能および心理的
要因に与える影響
－傾向スコアマッチング法を用いた非ランダム化比較試験－

国際医療福祉大学福岡保健医療学部
（現・福岡国際医療福祉大学医療学部）

　平賀　勇貴

認知症高齢者の行動および心理症状改善におけるバーチャルリアリティー
（VR）の有用性の検討
－急性期病院での介入効果－

公立八女総合病院
（現・宝塚医療大学　和歌山保健医療学部　リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

　中島　龍彦

報告１

報告２
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未
来
を
つ
く
ろ
う

第26回 福岡県作業療法学会
未来をつくろう

～今こそ『かいほう』の意味を考える～

口述発表分類

〜
今
こ
そ
『
か
い
ほ
う
』
の
意
味
を
考
え
る
〜





長期入院の統合失調症患者に意味のある
作業を通して変化が見られた事例
　　～長期入院統合失調症に対する

　　作業療法プログラムを通して～

MTDLP の活用により ADL 改善と
役割の再開に至った慢性疼痛の一事例

Wallenberg 症候群にてLateropulsionを
呈した症例への作業療法の経験

「こころで創る作品展」参加拡大に向けた
アンケート調査
～医療・福祉・行政で創る啓発イベント

「ハートメディア」共催イベントの見直しに向けて～

医療法人三憲会 折尾病院　後藤 菜摘

九州大学病院　爲國 友梨香

飯塚病院　吉田 大祥

福岡県精神科病院協会福岡ブロック副ブロック長 今宿病院　中島 純二

0101
最優秀演題賞最優秀演題賞

0303
学会長賞学会長賞

0202
優秀演題賞優秀演題賞

0404
特別活動賞特別活動賞

座長：医療法人社団 豊栄会 飯塚記念病院　平岡 敏幸

Live配信:スペシャルセッションLive配信:スペシャルセッション  2月4日㈯   2月4日㈯ 
15:30〜16:3015:30〜16:30

表彰演題表彰演題

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜 LET’S MAKE THE FUTURE
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脳血管疾患等脳血管疾患等

心大血管疾患心大血管疾患

呼吸器疾患呼吸器疾患

05 重度脳卒中片麻痺患者に対する上肢Static Splintの継続使用に関する予備的研究

医療法人 社団慶仁会 川﨑病院／上田 祐二
06 食事場面のポジショニングを評価するチェックリスト活用についての取り組み

九州労災病院／久藤 千明
07 運動イメージの改善により、起居動作の介助量の軽減に繋がった一例

飯塚病院／時津 麻琴
08 運動麻痺、観念運動失行に伴う上肢機能障害に対し複合療法として運動観察療法、

メンタルプラクティスを用いたことで上肢機能の改善を認めた症例
公益財団法人 健和会 大手町病院／中島 薫平

09 回復期脳卒中患者に対する生理的食塩水、カルボカインを用いたハイドロリリースを実施し、
疼痛軽減と上肢運動機能向上が促進した症例

社会医療法人 青州会 福岡青州会病院／仲谷 友作
10 脳卒中片麻痺患者に対してボツリヌス療法と機能的電気刺激を併用して

麻痺手が改善した症例
医療法人社団 久英会 高良台リハビリテーション病院／丸山 貴史

11 セルフモニタリングにより麻痺手の行動変容が認められた症例

健和会 戸畑けんわ病院／三浦 真人
12 麻痺側亜脱臼に対する装具の構造の違いが整復量に及ぼす影響

医療法人福岡桜十字 桜十字福岡病院／森 奏

13 大動脈解離術後の脊髄梗塞に伴う対麻痺を呈したクライエントに対し、急性期からCOPMを
用いることで協働関係の構築に至った症例

福岡和白病院／植村 和隆

14 重症COVID-19患者に対する急性期作業療法
　　－早期から「できるADL」を増やすことに着目して－

北九州市立医療センター／吉竹 哲也

口述発表分類口述発表分類

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜
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運動器疾患運動器疾患

精神障害精神障害

が　んが　ん

15 回復期リハビリテーション病棟におけるTHA、TKA後の疼痛に関連する心理的因子の検討

医療法人相生会 福岡みらい病院／古川 大将
16 痛みが軽減したことで夜間のトイレ動作が自立し自宅退院につながった症例

社会保険 田川病院／髙野 咲良
17 床からの立ち上がりにアプローチし入浴動作の改善を得た事例

　　〜 COPMを活用し主体的な生活を目指して〜
介護老人保健施設 グリーン・ヒル若松／山内 未来

18 神経痛性筋委縮症患者に対し筋力増強訓練が日常生活動作獲得につながった一例

社会医療法人 青洲会 百年橋リハビリテーション病院／松尾 希枝
19 橈骨遠位端骨折後の日常生活における上肢使用頻度向上が見られた一例

　　〜上肢機能評価表(DASH)を用いて〜
福岡青洲会病院／城野 葉子

20 除痛治療から、健康関連QOLに視点を切り替えた事で、健康管理を行えるようになった事例
　　～慢性腰痛に対する作業療法の可能性～

自宅／中村 益伸
21 成功体験により意欲向上が認められ、食事や整容動作の自己遂行が可能となった一症例

　　～頸胸椎硬膜外膿瘍術後よりADL全介助レベルとなった症例への介入～
公立学校共済組合 九州中央病院／牧井 彩香

23 受容的な関わりにより対人交流に変化がみられた事例

医療法人 社団豊永会 飯塚記念病院／後藤　萌
24 摂食障害治療における作業療法士の役割

　　～小さな感情に気づくことの重要性～
八幡厚生病院／小塩 恭平

25 意志の表出が困難なクライエントへ人間作業モデルを用いた介入により
作業適応に向けた協業が促進した事例

医療法人日明会 日明病院／釘宮 咲紀

22 がん終末期の症例に対し母親としての役割に焦点を当てた作業療法の実践

飯塚病院／大賀 愛美

LET’S MAKE THE FUTURE
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口述発表分類口述発表分類

発達障害発達障害

高齢期高齢期

認知障害認知障害（高次脳機能障害を含む）（高次脳機能障害を含む）

MTDLPMTDLP

地　域地　域

管理運営管理運営

26 コミュニケーションが苦手なデイケア利用の広汎性発達障害の症例
　　－粘土を用いた関り－

医療法人 社団豊永会 飯塚記念病院／竹谷 健太郎

27 食べたいものを食べさせたい
　　－終末期支援を機に嚥下障害の改善、ADL再獲得した特異症例を通し
　　　情報共有化の重要性を知る－

介護老人保健施設 サンファミリー／川田 隆士

28 痙攣重積型（二相性）急性脳症により運動障害、注意障害を呈した児への急性期作業療法の経験
　　－食事介助時の環境調整へ早期より介入を行った１例－

社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院／田中 裕大

29 卵巣がん術後合併症後にMTDLPを活用し日帰り旅行に対して前向きになった急性期事例

飯塚病院／吉田 有花

30 通いの場発足に対する作業療法士の関わりをふりかえって

医療法人CLSすがはら 菅原病院／松永 ゆり子

31 精神科デイケア他職種チームで回すPDCAサイクルの影響
　　～当院のチーム医療による活動運営方法～

医療法人祥風会 甘木病院／松葉 幸典

未来をつくろう未来をつくろう
〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜〜今こそ『かいほう』の意味を考える〜 LET’S MAKE THE FUTURE
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第26回福岡県作業療法学会　実行委員
四役 学会長 栗　原　将　太 飯塚病院

副学会長 田　中　康　平 訪問看護ステーション悠

実行委員長 廣　門　秀　幸 宮田病院

副実行委員長兼事務局長 藤　村　佳　月 飯塚記念病院

事務局 総務部 川　内　茉莉香 飯塚病院

時　津　麻　琴 飯塚病院

学会運営局 学会運営局長 西　本　友　洋 飯塚記念病院

福　留　明日翔 飯塚市立病院

藤　村　祐　輔 運動療育センターりはなす

後　藤　浩　子 田川市立病院

高　野　咲　良 社会保険田川病院

学術局 学術局長 村　松　隆二郎 飯塚病院

津　嶋　裕　美 飯塚病院

橋　本　佳　苗 飯塚病院

津　谷　拓　海 飯塚病院

佐　藤　龍　清 社会保険田川病院

坂　本　花　鈴 松岡病院

園　　　けいこ らそうむ発達支援ルーム らいく飯塚店

企画運営局 企画運営局長 倉　掛　　　翔 済生会飯塚嘉穂病院

後　藤　拓　真 済生会飯塚嘉穂病院

品　川　伶　子 嘉麻良創夢デイサービスセンター

薦　田　剛　敏 リハビリの森 良創夢デイサービスセンター

香　月　隆　宏 良創夢訪問看護ステーション

安　藤　栄　二 RINSHO

広報局 広報局長 吉　田　愛　仁 こどもデイサービスYOOU

竹　村　美　穂 済生会飯塚嘉穂病院

兵　道　未　来 済生会飯塚嘉穂病院

吉　田　大　祥 飯塚病院

小　松　佳　彦 高山病院

学会ロゴデザイン 河 島 佑 紀 飯塚病院

学術部 担当理事 松　本　信　雄 緑風会水戸病院

学会統括委員長 惠　良　裕　一 高山病院

学会運営委員長 上　田　元　紀 北九州市立八幡病院

筑豊ブロック 担当理事 手　嶋　雄　太 嘉麻良創夢デイサービスセンター
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　COVID-19が世の中に猛威を与え始め早３年が過ぎようとしております。様々な業
界で制約があるなか、オンライン化が加速したことで、働き方など生活が大きく変わっ
た方も多いと思います。
　そのような中、令和４年には診療報酬改定があり、医療、介護、障害・福祉制度と
しても年々変革が行われています。その変革に対して、様々な領域でご活躍されてい
る作業療法士が多く存在しており、学会の場で皆様のご報告を聞くことができること
を大変嬉しく思います。
　2021年より福岡県作業療法学会はWeb開催となっておりますが、今回は『学会感』
を感じていただけるよう、一部Live配信での開催となります。学会を企画する中、対
面形式での開催で会員同士が交流できる場にしたいといった声が多く挙がっていまし
た。第27回学会は対面形式で開催できることを心より願っております。
　皆様、次年度以降の福岡県作業療法学会におきましても、奮ってご参加いただきま
すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

第26回福岡県作業療法学会　副学会長   田 中  康 平

第26回福岡県作業療法学会　学会誌
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